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事 例
•鹿内 緑子 (小学４年生)

東京オリンピックのバレーボールを観戦して、自分もバ
レーボールをやってみたいと思う。

しかし、学校は全生徒で８０名、男子は野球部、女子は
部活もスポ少の活動もありません。

市の中心部にはバレーボールのスポーツ少年団があ
りますが、放課後、送迎もできず、土日とも両親とも仕
事ため、練習や試合に立ち会えないことから、参加す
ることができません。現在、放課後も土日ともほとんど
を家でゲームをして過ごしている。



青森県の現状
(弘前市)
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人口推移

弘前市 2020年17万人
⇒2040年13万人

青森県 2020年123万人
⇒2040年 90万人

児童数の推移
2005年10,263 ⇒2015年7,611人
⇒2021年6,750人 推計

スポーツ少年団の数

団体数 2011年８５団体
⇒2019年６４団体

団員数 2011年２５５７人
⇒2019年１２１２名



スポーツ少年団の様々な問題
•燃え尽きる子どもたち、厳しすぎる体質

•学校単位だと人数が足りなく、チームが組めない

•合同チームになると移動手段がない

•やりたい種目ができない

•1年生～6年生まで同じ練習

•保護者の負担が増える(立ち合い、移動、金銭的)

•コーチがみつからない



ＮＰＯ法人スポネット弘前
の取り組み

２００４年設立 会員数 600人 職員１６名

事業内容

・学校体育支援事業の展開

・小規模校スポーツ活動支援事業

・介護保険における地域支援事業として

「高齢者トレーニング教室の受託」

・地域の交流の場「ヒロロスクエア」指定管理

・障害者スポーツの普及

・居場所づくりの事業の展開(各種サークル活動)



スポネット弘前のミッション

「スポーツで創る元気なまち」を合言葉に「いつでも、どこ
でも、だれでも」参加できるスポーツ環境を通じ、地域コ
ミュニティの構築を図る。

スポネット弘前のビジョン

１．子どもの体力づくり、居場所づくりとして、キッズスポーツ事業の実施

２．地域のニーズに添ったスポーツプログラムの提供

３．超高齢社会を見据えた中高齢者の健康・体力づくり教室や介護予防教室など
のプロダクトの提供

４．地域住民やクラブ会員の交流の促進の場の提供

５．中学校区内を範囲としたスポーツ活動の基盤活動拠点づくり

６．弘前市内スポーツ団体が安定的、継続的に運営していけるためのネットワー
ク化と情報の発信を目的とした事業
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チビッコバスケットボール教室

毎週木金土曜日19時～21時

東小学校体育館、大和沢 他

会費 月3000円



キッズバレーボール教室

毎週月曜日19時～21時

弘前市立第四中学校体育館

会費 月3000円



ソフトボール教室
毎週土曜日9時～12時

朝陽小学校グランド

会費 月3,000円



ランニングクラブ、キッズチアダンス



弘前市身体障害者福祉センター体育館

・機会がなかったから，定期的にあるのが嬉しい
・青森に行けないので，弘前でやってくれて嬉しい
・運動する場がない。運動する場が毎週あれば良い 18

ユニバーサルスポーツクラブ



第６回弘前城リレーマラソン

気軽にスポーツを始めれるきっかけを作る



第４回弘前城リレーマラソン冬の陣
冬場の運動不足解消のため
冬場の弘前公園の利活用として



南富田町体育センター
指定管理者として受託

新たなスポーツ環境の提案と職員の確保



ヒロロスクエア
指定管理者として受託

新たなコンテンツの提案と職員の確保



高齢者トレーニング教室

介護保険の自立支援事業の一環として、保険事業と
して市の委託を受けて実施している。



平成３０年度～
弘前市スポーツ環
境整備支援事業

弘前市委託事業



対象地域の小学校の状況(R2)
学校名 児童数 部活動・スポ少

裾野小 ７３名 野球

自得小 ８０名 野球・ソフト

三和小 ４９名

船沢小 ９５名

高杉小 １４３名

小友小 ４６名

新和小 ５９名

三省小 ３８名 ミニバス



地域スポーツ環境整備支援事業



令和２年度の取り組み

•週1回 ６会場で実施 3か月で会場を移動

• より専門的な内容

•バスケットボール、バレーボール、ダンス、サッカーを実施

• １％助成事業を活用し、学校体育支援事業も実施、連動している



将来像(イメージ)

本部

高杉小学校

野球

小友小学校

バレー

船沢小学校

吹奏楽部

三省小学校

バスケ

このエリアで約６００名
の児童がいる。

学校の枠を超えて、やり
たいスポーツを選択でき
る体制をつくっていく。

事務局は１か所で効率的
になる。

そのためには送迎の確保
が必要不可欠。



学校体育
支援事業







大成小学校
跳び箱、
マット運動

ICTと連携



大成小学校

縄跳び
ダブルダッチ



大成小学校

コーディ
ネーション



大成小学校

サッカー
バレーボール









指導案



打ち合わせ風景



・学校開放の利活用
(スポーツスペース

ボーダレスプロジェクト)

・廃校の利活用
・公共施設の今後



廃校の利活用～弘果修斉プレイパーク～















利用団体から聞き取りした際の課題

•利用基準があいまいで、学校開放担当の先生が変わるたび
に対応が変わる

•いちど確保すると、年間でその曜日で使えるようになるが、
実際毎週使っていない団体もあるので、実際には利用され
ていない状況も多々ある

•利用団体が固定化され、気軽に使えない

•開放実施校や利用方法などの周知が十分ではない

•各学校に配分されている予算内で暖房代を負担しているが、
予算が十分ではなく冬に暖房を使用できない団体も多い



学校関係者からの聞き取りした際の課題

•利用団体が多い学校では、学校側の事務的な負担が多
く大変

•日曜日の学校開放の不便さ(１５時から機械警備となり、
基本的には利用できない)

•中心部以外の利用率が低く、ほとんど使われていない
学校もある

•利用団体のマナー(体育館の使い方、ごみ・騒音等)

•そもそも入り口が分離されていないので、貸し出しで
きない



これまでの取り組み

(１)スポーツ庁『スポーツスペース・ボーダ
レスプロジェクト』（学校体育施設の有効活
用推進事業）」の受託

(２)実行委員会の開催：３回開催

(３)オンラインによる先進地視察：かほく市
宇ノ気体育館(報告書参照)

(４)提言書づくり



今後の弘前市として学校開放事業のあり方
・統一したルール策定

・一般の利用者と児童生徒の動線の分離の推進

・学校開放の管理業務における民間委託

・光熱水道費程度の受益者負担の提言

・広報やホームページを活用して学校開放事業の周知

・利用率の低い地域での、ソフト事業の展開や、個人使用できる仕組みもつくり

・柔軟な利用方法の整備(空きが出た場合の連絡周知体制など)

・今後の新改築時には、他の公共施設との複合化、バリアフリー化、ユニバーサ
ルデザインへの配慮など、人口減少や地域課題にも対応した、多機能・多様性
のある施設への転換



学校開放の管理とソフト事業の展開
+

学校体育支援
+

放課後スポーツ活動支援

学校と総合型クラブが連携し、学校を地域コミュニ
ティの核として地域の交流の場をつくっていく
小規模多機能自治を目指していく

スポネット弘前の目指すもの



最後に(これからの取り組み・提言)

•近隣の公共施設と学校開放事業が連動し
た仕組みづくり

•管理団体による、学校支援、地域と連携し
たソフト事業の展開

•老朽化した体育施設の改築、新築の際の、
複合化、多機能化、民間施設との複合化に
対する提言
•廃校の利活用の提言


	地方における学校体育施設の将来像とスポネット弘前の取り組み
	青森県の現状(弘前市)
	ＮＰＯ法人スポネット弘前の取り組み
	平成３０年度～弘前市スポーツ環境整備支援事業弘前市委託事業
	学校体育支援事業
	スポーツスペースボーダレスプロジェクト

